
 

 

 

 

 

 

 

４月８日(金)入学式を挙行し、新小学１年生を２名迎

えて小学生７名、中学生１名、計８名の児童生徒数とな

りました。うららかな春の日射しを浴びて新緑が輝く

中の式でした。  

式辞では新入生のお二人の名前を一人一人呼んだと

ころ、二人とも「はい」という元気な返事が返ってきて、

とても頼もしく感じました。また、加唐小中学校の伝統

である「永遠(とわ)のめあて」「つ」「ば」「き」(つ

よいからだ、ばりばり勉強、きちんとあいさつ)を達成できるようにお願いしました。  

在校生代表の「歓迎の言葉」では、「分からないことがあれば、いつでも何でも聞きにきてく

ださい。体育大会や文化祭などの行事をみんなで力を合わせて頑張りましょう。」と励ましの言

葉をおくりました。 

これを受けて、新入生の言葉では、それぞれ、

「べんきょうととびばこをがんばります。」、「た

いいくとべんきょうをがんばります。」と元気よ

く立派な態度で、目標を発表してくれました。 

加唐小中学校のお兄さんお姉さん同様に、郷

土を愛し、授業や様々な活動に主体的に臨んで

ほしいと思います。そして、一人一人が自律した

行動ができるようになり、他の人たちと協働し

て様々な課題に取り組むことができる人間に成

長してほしいと思います。   

 
 
 

 

 

昨年度に学校だよりでお伝えされていましたが、4/9(土)佐賀新聞に報道されていましたので

紹介いたします。 

本校、中学３年生の 悠伽さんが全国第１位に当たる北方対策担当大臣賞を受賞しました。最

終選考会では、曽祖父の戦争体験と領土問題を重ね合わせ、旧島民とロシア人住民の双方が納得
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北方領土に関する中学生スピーチコンテスト 4/9(土)佐賀新聞 

悠伽さんが第１位に当たる北方対策担当大臣賞を受賞 



する解決策が必要だと訴えたことや文化祭で北方領土をテーマにした演劇を行

うなど具体的な取り組みを進めている点が高く評価されたようです。すべての

人々の心に響く内容です。お時間があれば一度ご覧になってください。 

(右のＱＲコードをスマホ等で読み取っていただければご覧になれます。)  
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